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研究成果の概要（和文）：本研究は、メディアコンテンツの流通における生産および受容の二つの側面から、東アジア
における越境的な放送空間の構築について実践的に考察した。生産面においては、2001年に始まった「日韓中テレビ制
作者フォーラム」に直接かかわりながら調査を行い、その意義と可能性を考察した。受容面においては、東アジアにお
ける大衆文化コンテンツの越境を、産業、文化、消費、歴史認識など包括的なアプローチをとおして考察し、その過程
における排除と変容、現地化と再創造の文化的意味を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research considered construction of regional broadcast space in East Asia fro
m two side of the production and acception in circulation of media contents. In the production side, the r
esearch examined the meaning and possibility of the TV Program Producer Forum in Japan-Korea-China started
 in 2000 with direct relation. In the acceptance side, the research clarified trans-bordering of the popul
ar culture in East Asia through a comprehensive approach like industry, history, consumption and identity 
and explored the cultural meaning of exclusion/transformation and localization/re-inventing in the process
.
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１．研究開始当初の背景 
昨今の竹島や尖閣諸島をめぐる日韓、日中
の対立が示すように、東アジアでは国益を重
視した報道が一般的で、それが冷静な対応を
促すよりも対立を助長している。このように
政治的・文化的な一体性が乏しい東アジアで
は、地域の共通する利益やそれに符合する観
点は存在しにくい。各国の国益にそった論調
が地域独自の公論よりも優勢なこの地域で
は東アジア独自の観点を持つことが困難な
状況で、むしろ国家の論理の優先するナショ
ナル・メディアの越境的な展開によって葛藤
と対立が浮き彫りになっている。 
にもかかわらず、この地域には共有する将
来のビジョンを探り、未来への共通利益を創
出していく政治過程と経済的・文化的交流が
求められ、そのためにも域内の相互理解を増
進し信頼関係を構築するアジアの視点を反
映するメディアが必要となる。その将来的課
題は、ナショナル・メディアを乗り越え、東
アジアの安定と相互信頼を醸成することで
地域のアイデンティティを育むリージョナ
ル・メディアを設立することである。 

 
２．研究の目的 
こうした背景のもと、本研究は、対立と分
裂を助長するナショナル・メディアを乗り越
えて、地域の安定と相互信頼を醸成すること
で共通のアイデンティティを育むリージョ
ナル放送空間の構築を将来的課題とし、その
ための理論的根拠を提示することにした。す
なわち、東アジアの越境的なリージョナル放
送を実現していくうえで生じる問題点につ
いて検討し、政策・文化・コンテンツなどの
諸側面からその基盤構築のための具体的な
解決に向けて分析することで、その将来像を
示すことが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
本研究は、放送現場や番組制作者の議論の
場をフィールドにして、東アジアの越境的な
リージョナル放送が成立する条件および課
題、形態やその公共的性格についての理論
的・実践的に取り組むものである。それは、
メディアシステムの問題だけでなく、地域の
国際政治や人的・文化的変動のなかでグロー
バル化する将来を見据えながら考察しなけ
ればならない。 
したがって本研究では、第一に、日本、韓
国、中国 3カ国の放送制作者が持ち寄った番
組について議論し、それぞれが直面する社会
問題や番組表現上のテクニックなどについ
て語り合う、2001 年に始まった日韓中テレビ
制作者フォーラムに注目した。同フォーラム
は、今後東アジアにおけるリージョナル放送
を構築するうえで重要な意義を有している。
本研究は、こうした番組制作者の議論の場を
フィールドにして、参与観察およびインタビ
ュー調査、アンケート調査を行った。 
第二に、制作者だけでなく受け手の立場か

らもそのリージョナル放送という公共的な
意義を捉えるため、日中韓で立ち位置が異な
る社会的・政治的問題、たとえば「非核」「炭
坑」「企業の不祥事」「家族像」という４つの
テーマを定め、この地域における情報コンテ
ンツ流通のさまざまな側面を東アジアの公
論形成という視点から体系化することを試
みた。 
こうした越境的対話の可能性を考察する
ため、東アジアにおける大衆文化コンテンツ
の越境をメディアフローとしてとらえ、産業
的な視点や歴史文化的な視点、歴史認識や社
会性など価値観の表現や消費からの視点な
ど、多岐にわたる領域をカバーする包括的な
アプローチをとおして、その過程における排
除／変容、現地化／再創造の文化的意味を問
いつつ、共通の体験と価値観を反映する番組
のあり方について模索した。 
 
 
４．研究成果 
東アジアのメディアコンテンツの流通に
おける生産および受容の二つの側面からア
プローチした本研究は、おおむね順調に研究
成果を達成することができた。 
 日韓中テレビ制作者フォーラムの実践に
ついての調査は、2010 年蘇州大会から継続的
に参加して調査を実際した。2011 年には、本
研究グループが中心となって同フォーラム
の札幌大会を共同開催した。このようにメイ
ン・フィールドの同フォーラムに積極的に参
画することで、東アジアにおける番組交流と
共同制作をめざす放送番組制作者の意識お
よび実践について考察し、それぞれの番組の
特徴、表現のスタイル、社会問題への取り組
み方など、3 カ国の番組が集まることに見え
てく諸問題を体系的に整理し、同フォーラム
の可能性についての視座と成果を順調に蓄
積している。 
 さらに本研究では、ドラマやアニメなど東
アジアで流通する大衆文化のテクスト分析
や受容者分析をとおして、東アジアのリージ
ョナル放送に向けて相互理解と共通の利益
を創出する番組のあり方や、中国や韓国にお
けるコンテンツ流通の現状や国家的な戦略
について明らかにする成果を得ることがで
きた。 
個別の分野における映像・番組の受容の問
題においては、「核」、「炭坑」、「企業不祥事」
（環境）、「家族像」をもって設定したテーマ
について、研究発表（玄「反核の思想と無思
想－韓国における「原爆」体験のゆがみ」）
や論文執筆（玄他「越境する〈ホームアニメ〉
－東アジアにおける『ちびまる子ちゃん』の
家族像」）、上映会（「炭鉱、日本と中国をつ
なぐもの」および「東アジアメディア文化交
流プロジェクト」）等をとおして直接・間接
的にその解明に取り組んできた。 
こうした成果は、本研究の集大成として
2013 年 11 月 2 日に北海道大学にて開催した



国際シンポジウム「越境するメディアと東ア
ジア」をとおして公開された。東アジアにお
けるリージョナル放送をめざす学術的研究
の動きは、メディア・ジャーナリズム研究に
おいても、国際政治学の東アジア共同体論に
おいても皆無に等しく、同シンポジウムは本
科研プロジェクトの総括であり、本格的な東
アジアリージョナル放送の実現に向けた第
一歩といえる。 
本研究の遂行中の 2012 年夏には、領土や
歴史問題をめぐり対立と緊張が高まること
で、国益を重視した報道が目立ち、ジャーナ
リズムの領域においては越境的な報道がき
わめて困難であることも浮き彫りになった。
こうした緊急の事態に対応して、同年 11 月
には、尖閣諸島・竹島をめぐって東アジア情
勢が大きくゆれるなか、慶應義塾大学で領土
問題とメディア報道に関する国際シンポジ
ウム「領土をめぐる日中韓摩擦とメディア」
を開催した。ここでは、研究者とジャーナリ
スト、放送人が集い、領土問題に対する日中
韓メディアの問題を指摘するとともに、ナシ
ョナリズムを乗り越える報道のあり方につ
いて議論した。 
このように 3 年間の共同研究をとおして、
越境的なリージョナル放送構築のための理
論的・実践的課題を抽出し、番組の内容と制
作者の意識という二つの側面においてリー
ジョナル放送の設立に向けた基盤構築を行
ってきた。 
東アジアリージョナル放送の設立には、本
研究で明らかになったように、日中韓の対立
が東アジアの政治・経済・社会に多大な影響
を及ぼすだけに国益を相対化するチャンネ
ルとしての存在的意義が重大であるにもか
かわらず、それぞれの政治システムや放送環
境、番組制作のスタイルにより大きな障壁が
立ちはだかっていることが見えてきた。こう
した問題を踏まえ、グローバルな視点で各地
のリージョナル放送の実態を参考しつつ、東
アジアにおけるリージョナル放送に適した
モデルの開発が今後の課題になるだろう。 
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